
ん

研
究
雑
話

(ω)

人
開
発
遣
の
物
質
的
基
礎
(
三
三
}

藤

井

力

夫

一
蛤
旗
(
四
〉
、
脳
幹
運
動
系
の
習
熟
と
『
予
期
的
準
備
」
の
不
連
続
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ブ動作の発達段階 {藤弁同83)ツスキA. 

筋
共
同
運
動
.
上
肢
は
、
肩
.
肘
、
前
腕
、
手
首
、
指
.

下
肢
は
、
股
問
、
膝
、
足
首
、
足
指
.
各
部
の
運
動
を
伸

筋
、
屈
筋
の
共
同
関
係
で
表
示
.
ス
キ
ッ
プ
動
作
で
は
、

膝
関
節
は
屈
筋
な
の
に
、
足
首
で
は
伸
筋
(
底
屈
)
.
こ

う
い
っ
た
分
化
が
利
用
さ
れ
ま
す
.

図
A
は
‘
ス
キ
ッ
プ
の
動
作
解
析
、
発
達
段
階
.
毎
秒

玉
コ
マ
で
ト
レ
ー
ス
.
段
階
-

走
に
な
っ
て
し
ま
う

(一一歳て

段
階
二

「
タ
ツ
カ
、
タ
ッ
カ
」
と
の
模
倣
の

つ
も
り
が
.
足
を
前
後
さ
せ
た
ウ
マ
・
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
に
な

っ
て
し
て
し
ま
う
(
三
歳
て

段
階
三

は
じ
め
て
の
ス

キ
ッ
プ
.
両
肩
の
持
ち
上
げ
、
上
肢
伸
筋
に
よ
り
、
共
同

(Ys :loRIo.) 

前
回
は
、
直
立
と
い
う
不
安
定
に
と
も
な
う
「
自
分
の

リ
ズ
ム
」
の
形
成
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
.
一
つ
は
、

不
安
定
に
抗
し
て
余
分
な
力
が
銭
け
る
か
ど
う
か
、
手
足

の
共
同
筋
の
最
適
な
設
定
.
も
う
}
つ
は
.
速
す
ぎ
も
せ

ず
、
遅
す
ぎ
も
し
な
い
閉
じ
速
さ
の
持
続
で
、
そ
と
で
の

動
作
り
ズ
ム
と
呼
段
や
心
拍
動
の
位
相
関
係
に
つ
い
て
.

歩
行
に
代
表
さ
れ
る
共
同
運
動
の
習
熟
は
、
脳
幹
運
動
系

の
な
か
で
自
分
の
リ
ズ
ム
の
形
成
と
表
裏
に
あ
り
、
自
分

な
り
の
リ
ズ
ム
の
習
熟
が
、
脳
神
経
系
に
お
け
る
こ
つ
の

流
れ
、
内
的
情
報
と
外
的
情
報
の
両
面
に
対
し
て
予
期
的

準
備
の
設
定
に
効
果
す
る
(
雑
話

ω
・
臼
て
そ
う
考
え

て
よ
い
で
し
ょ
う
.
ち
ょ
っ
と
難
し
く

聞
こ
え
ま
す
が
、
自
分
の
リ
ズ
ム
は
狙

り
よ
が
り
の
も
の
で
は
な
く
、
『
美
味
し

そ
う
だ
」
と
か
、
「
面
白
そ
う
だ
』
と
か
‘

「
こ
う
で
は
な
い
か
」
と
か
、
自
分
な
り

の
予
期
し
た
対
応
を
意
味
し
て
ま
す
.

こ
う
し
た
「
予
期
的
準
備
」
に
お
け
る

不
連
続
が
人
聞
の
発
遣
を
以
前
と
は
違

っ
た
も
の
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
.

ど
の
よ
う
に
予
期
的
準
備
が
変
化
す
る

の
か
.
肉
眼
で
も
観
察
さ
れ
る
四
歳
か

ら
七
歳
に
か
け
て
の
ス
キ
ッ
プ
動
作
に

焦
点
を
あ
て
、
お
話
し
た
い
.

図

B
は
、
上
肢
と
下
肢
の
共
同
筋
の

運
動
パ
タ
ー
ン
.
伸
筋
共
同
運
動
と
屈

Ph.:s・ 5Ph..o 3 

【C，N.76.4:00Y's.} 【C.N.3‘、 5:09Y's.) 
Ph;ll:S・ 4 Phas・ 6

{C.N.9 ‘ 6:0~y r1島》(C.N.71.4;07 yn.' 

録達段階【Phau)

1 歩行の段階、走になって しまう(1 -2歳) . 
2 ウマーギャロ ップの模融はできる(3鰻) . 
3 岡上肱伸展による遊限脚の着地抑制町軍備に
よる連続ホジピングの麟発(3 -4草は じめ〉
4 肘聞節屈幽・前臨国外保持による同側下肢伸
展由連続ホッピングの隊突 (4-5歳)

5 匝関節屈幽下での足関節底屈保持によ る遊離
脚個のf"屡運動の受動{なわ とび可 5議後半}
6 ポルカ動作など.是指からの予知的圃節可能.
上下肢共同運動町田意化{跳び箱可 6-7歳}

筋
と
し
て
下
肢
の
屈
筋
を
保
持
さ
せ
、
遊
離
脚
の
着
地
の

抑
制
に
効
果
(
四
歳
は
じ
め
て

段
階
四

遊
離
脚
の
着

地
抑
制
で
は
な
く
、
下
肢
の
伸
筋
共
同
運
動
を
積
極
的
に

誘
発
す
る
た
め
、
上
肢
肘
の
屈
曲
、
前
腕
の
囲
外
に
よ

り
上
肢
・
屈
曲
共
同
運
動
を
利
用
(
四
・
五
歳
三
間
側

上
肢
の
屈
筋
共
同
運
動
の
予
期
的
準
備
に
よ
る
ホ
ッ
ピ
ン

グ
(
展
開
期
て
段
階
玉

上
肢
に
よ
る
予
期
的
準
備
は

不
要
。
遊
陵
脚
の
足
関
節
を
予
め
底
屈
に
保
持
す
る
と
・
と

に
よ
り
空
中
で
も
耀
床
を
履
行
(
五
六
歳
)
.
左
右
の

相
反
性
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
足
関
節
の
予
期
的
準
備
に
よ

る
動
作
(
移
行
期
て

段
階
六

ス
キ
ッ
プ
を
卒
業
.
ポ

ル
カ
な
ど
空
中
で
の
足
指
か
ら
の
随
意
的
な
予
期
的
調
整

(
七
歳
三
跳
び
箱
、
鉄
棒
な
ど
が
可
能
と
な
る
.
共
同
運

動
の
予
期
的
準
備
に
お
い
て
、
当
初
の
そ
れ
と
は
不
連
続

と
言
え
ま
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
)塗}左右相匡伎の運動パター ンで、 上肢 下般の雌枠

は左右の同個を示す. (上回敏 1979 より改置)
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